
Ｒ３年度  九州文化学園歯科衛生士学院  学校関係者評価 職員自己評価結果  
                                   令和 3年 12月 8日 職員 9名 実施 

≪評価基準≫ ４：十分達成している ３：達成している ２：あまり達成されていない １：ほとんど達成されていない 

 

１．基本的な教学運営方針 

①教学運営方針「歯科衛生士としての知識と技術の修得、有能な歯科衛生士の育成、地域住民の歯科医療

向上への寄与」は、社会のニーズを踏まえた運営方針になっているか 

 

３．０ 

②職員は、学校の理念・運営方針・経営方針・特色・重点目標などを意識して教育活動をしているか ３．０ 

③学校の理念・運営方針・経営方針・特色・重点目標などが学生・保護者等に周知がなされているか ２．０ 

【課題】 

・1年生へは、学内オリエンテーションにて、学校の理念等を伝えているが、２・３年次に周知する機会を設けていない。 

 また保護者への周知は行っていない。 

・衛生士としての知識と技術の習得においては、学生の能力に合わせた個別指導が必要である。 

【今後の改善策】 

・年度初めのオリエンテーション・始業式・HR等で学校の理念等を周知する。 

・保護者の方々にも説明する機会を設けると周知することができる（入学式後のHR・保護者面談・文書などで） 

・HPに掲載する。 

 

２．教育活動 

①国家試験全員合格を目指した取組がされているか ３．７ 

②多分野における歯科技術の習得ができるように臨床、臨地実習先が設定されているか ３．４ 

③コミュニケーション能力、情報処理能力を伸ばせる講座、検定が設定されているか ３．２ 

④学生の情報を家庭と共有できているか ３．３ 

⑤歯科医療関係研修会への参加ができているか ２．４ 

【課題】 

・国家試験全員合格 

・時間を守らせることが必要と感じている。 

・時間前着席を徹底させる。 

【今後の改善策】 

・国家試験対策内容の反省点・改善策を全職員で考え、共有、実行する。 

・１，２年次から国家試験合格を目指した早期取組、担当制指導など対策強化 

・保護者面談ではもちろんですが、学校生活の中で学生の様子などを保護者に連絡をとっていく。 

・担当制にし、その学生に合わせ計画を立てていくようにしている。 

 

３．教職員の研修 

①職員は、知識、技術修得、指導力向上のための、研修等に参加しているか ２．９ 

【課題】 

・専任教員講習会へ参加する。 

・研修会への参加を行う。 

・今年度は文書のみの参加や中止が多かったため研修の参加が少なかった。 

【今後の改善策】 

・県内における研修は、積極的に参加を行う。 



・オンラインセミナー等の検討。 

【特記事項】 

・コロナ禍でもある為、2年間は研修には参加できていない状態。よって「２」の評価。遠隔で参加できる研修には積極的に 

参加をした。 

・コロナによる影響で中止またはオンラインになっているが他校との情報共有は必要と感じる。 

 

４．学生支援活動 

①就職に関する支援体制は整備されているか ３．９ 

②学生に対する経済的な支援体制（日本学生支援機構、学生サポート制度）は整備されているか ３．７ 

③保護者との連携がとれているか ３．４ 

【課題】 

・日本学生支援、学生サポートの内容についての保護者への周知と説明が必要と感じている。 

【今後の改善策】 

・今年度は合同就職説明会を行った。今後は学生の就職活動に活かせるように時期を検討していきたい。 

また、市内の就職人数のアップに繋げたい。 

【特記事項】 

・院内見学会、歯科医院説明会は非常に良い機会となるため今後も継続したい。 

 

５．地域連携  

①地域への歯科保健推進活動が実施されているか ３．０ 

②学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ３．２ 

【課題】 

・挨拶の強化を行う。 

・ボランティア活動（清掃活動）は、1・2年生が行っており、3年生は行っていない。学生自己評価も 3年生が 2.8と低い。 

【今後の改善策】 

・SDGs、ごみの分別などは現在も行っているが、今後も継続していく。 

・地域ボランティア清掃活動の継続。 

・ボランティア活動においては、日程を早めに決め取り組んでいく。 

【特記事項】 

・ゴミ拾いやペットボトルキャップ集め、ごみの分別などできることを実施している。 

 

６．広報及び学生募集活動 

①オープンキャンパス、各種ガイダンスでの職種・学校説明の実施など広報活動の強化ができているか ３．８ 

②高等学校の職業体験受入れ、出張講座、体験型ガイダンスが実施できているか ３．７ 

③周辺地区学校での歯科保健活動が実施できているか ３．２ 

④ホームページ、インスタグラム、メディア等での学校情報発信ができているか ３．８ 

⑤学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ３．４ 

【課題】 

・周辺地区学校での歯科保健活動のみ未実施 

・情報発信して歯科衛生士の魅力をアピール。 

・フォロアー数を増やし、歯科衛生士と学校の認知度を上げたい。 

【今後の改善策】 

・学校保健活動として学生作の「歯科保健だより」を 6月（歯の衛生週間）に配布する。※募集活動に繋がるメリットもある 



・入学者数を増やす取り組み 

・ペルソナを明確にする。 

・学生インスタ部の活動を活発化する。 

【特記事項】 

・今年度はインスタグラムのフォロアー数も増え、オープンキャンパスも追加で行うことが出来た。学生人数増加のために今後も情

報発信していきたい。 

・歯科医師会を通し、ブラッシング指導等は行っている。学生目線でインスタをあげてもらっている。 

 

７．学園内の連携促進 

①系列校との行事の連携が図れているか ３．６ 

【特記事項】 

・幼稚園、小学校へのブラッシング指導はコロナ禍で直接の指導はできなかったものの、動画を通して歯の大切さをしっかり伝える

ことができて良かったと思う。 

・ブラッシング指導など依頼があれば行っている。茶道関係においても大学と連携しながら行っている。 

 

８．管理運営 

①中期計画に即した事業計画達成に向けての取組がされているか ３．２ 

②予算の適正な執行と情報セキュリティポリシーを職員へ周知ができているか ３．３ 

 

９．施設設備 

①施設、設備の定期的な点検が実施されているか ３．６ 

②施設、設備の充実および適切な修繕工事が実施されているか ３．３ 

【今後の改善策】 

・AEDの設置を希望します。 

【特記事項】 

・予算の関係ですぐ修繕できない場合は、一華会の予算で行うことはできないか。 

 

10．その他 

①文部科学省 職業実践専門課程認可校の周知ができているか ３．８ 

②学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会の実施及び、公表がされているか ３．９ 

③学生による学校評価が実施されているか ４．０ 

④学生自治会活動ができているか ２．１ 

【課題】 

・学生自治会での活動があまりなく、行事も減っているため各学年で決定しているのが現状。議題もなく具体的に活動の内容がはっ

きりしないため、学生に浸透していない。（職員も含め） 

【今後の改善策】 

・自治会で活動できそうな行事は自治会を中心に活動してもらう。 

・コロナ禍で実施できていませんが学園祭は学生自治会が主体となって運営できれば、学生がより楽しめる行事になると思う。 

・学生自治会の活動内容を見直し、行事（クリスマス会、レク等）などを自治会で行うのはどんなか。 

・時期を決める。（前期 1回、後期 1回） 

・議題の集計をする。（HRで議題を挙げるなど） 

 


